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１．和歌山県の情勢と道路状況

　　（１）　和歌山県の情勢
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兵庫県 全国平均 和歌山県 京都府 福井県 滋賀県 奈良県 大阪府 前年の和歌山県

12位 30位 31位 34位 38位 40位 46位 30位
8,394 8,041 4,726 4,613 4,189 4,017 3,691 1,894 4,726

福井県 和歌山県 全国平均 滋賀県 奈良県 兵庫県 京都府 大阪府 前年の和歌山県

21位 31位 34位 38位 41位 42位 46位 31位
1,293 1,045 951 940 594 494 438 149 1,040
大阪府 兵庫県 全国平均 京都府 奈良県 滋賀県 和歌山県 福井県 前年の和歌山県

2位 8位 13位 29位 31位 39位 43位 39位
8,814 5,587 2,717 2,638 1,431 1,372 1,050 825 1,056

大阪府 兵庫県 京都府 奈良県 全国平均 滋賀県 和歌山県 福井県 前年の和歌山県

2位 8位 10位 14位 17位 29位 32位 29位
4,654.1 665.6 572.0 387.6 342.4 341.4 222.2 196.8 223.4
和歌山県 京都府 兵庫県 大阪府 全国平均 奈良県 福井県 滋賀県 前年の和歌山県

4位 14位 16位 18位 30位 32位 45位 4位
9.5 7.5 7.4 7.4 6.5 5.9 5.7 4.5 9.5

和歌山県 福井県 京都府 全国平均 兵庫県 奈良県 滋賀県 大阪府 前年の和歌山県

13位 20位 33位 36位 36位 41位 42位 13位
23.2 22.2 19.7 19.5 19.1 19.1 17.5 17.5 22.8

大阪府 兵庫県 全国平均 京都府 滋賀県 奈良県 和歌山県 福井県 前年の和歌山県

2位 8位 13位 24位 35位 40位 41位 40位
383,236 181,644 105,483 96,532 56,906 37,247 33,556 32,883 33,458
滋賀県 大阪府 全国平均 福井県 京都府 奈良県 兵庫県 和歌山県 前年の和歌山県

4位 8位 14位 19位 26位 30位 32位 33位
3,205 3,042 2,958 2,898 2,839 2,641 2,624 2,535 2,531

大阪府 兵庫県 滋賀県 全国平均 京都府 和歌山県 奈良県 福井県 前年の和歌山県

4位 6位 16位 22位 33位 34位 37位 35位
159,611 129,452 616,940 605,260 481,604 236,430 215,966 181,332 20,011

大阪府 全国平均 兵庫県 京都府 福井県 滋賀県 和歌山県 奈良県 前年の和歌山県

2位 10位 14位 37位 39位 43位 44位 43位
505,170 86,276 75,811 44,086 14,004 12,051 9,120 9,038 9,850

大阪府 兵庫県 京都府 全国平均 滋賀県 奈良県 和歌山県 福井県 前年の和歌山県

2位 8位 12位 30位 32位 40位 42位 40位
95,800 53,336 30,402 28,357 13,118 12,427 9,438 8,957 9,673

出典：H18　100の指標からみた和歌山
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客観的な指標から見た和歌山県の状況
■自然環境：総面積、一人当たりの可住地面積は、平均並みである。
■人　　口：人口、人口密度が小さく、高齢化が進んでいる。（１人暮らしの老人世帯割合４位）
■産　　業：産業は、いずれも低い。
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大阪府 兵庫県 京都府 滋賀県 奈良県 全国平均 和歌山県 福井県 前年の和歌山県

3位 6位 8位 10位 14位 27位 29位 28位
99.9 99.7 99.3 99.2 98.7 97.1 96.5 95.8 96.3

大阪府 兵庫県 京都府 滋賀県 全国平均 奈良県 福井県 和歌山県 前年の和歌山県

3位 4位 6位 7位 14位 19位 46位 46位
88.2 88.1 86.1 78.2 68.1 66.4 61.4 13.4 12.6

福井県 滋賀県 全国平均 奈良県 和歌山県 兵庫県 京都府 大阪府 前年の和歌山県

10位 18位 34位 39位 42位 44位 46位 39位
395.9 346.2 331.7 315.0 301.2 293.3 279.2 248.3 302.7

福井県 和歌山県 京都府 全国平均 大阪府 奈良県 兵庫県 滋賀県 前年の和歌山県

16位 23位 26位 30位 32位 35位 42位 24位
1,531 1,380 1,322 1,220 1,144 1,115 1,076 979 1,377

京都府 和歌山県 大阪府 福井県 全国平均 兵庫県 奈良県 滋賀県 前年の和歌山県

4位 11位 14位 24位 25位 26位 30位 13位
258.3 236.8 231.2 202.7 201.0 197.3 196.7 189.7 230.5
福井県 奈良県 滋賀県 京都府 全国平均 兵庫県 和歌山県 大阪府 前年の和歌山県

2位 3位 6位 7位 27位 41位 43位 41位
78.55 78.36 78.19 78.15 77.71 77.57 77.01 76.97 77.01
福井県 滋賀県 京都府 奈良県 全国平均 兵庫県 和歌山県 大阪府 前年の和歌山県

2位 15位 20位 21位 38位 41位 46位 41位
85.39 84.92 84.81 84.80 84.62 84.34 84.23 84.01 84.23

和歌山県 奈良県 滋賀県 福井県 全国平均 兵庫県 京都府 大阪府 前年の和歌山県

1位 3位 7位 25位 37位 39位 42位 1位
88.8 83.0 77.3 69.4 55.6 52.5 51.5 44.2 89.1

奈良県 和歌山県 全国平均 京都府 兵庫県 滋賀県 福井県 大阪府 前年の和歌山県

13位 14位 23位 27位 28位 39位 46位 13位
27.4 26.5 18.4 18.2 15.9 14.9 9.1 5.9 26.0

福井県 和歌山県 滋賀県 大阪府 全国平均 兵庫県 京都府 奈良県 前年の和歌山県

9位 10位 13位 21位 29位 30位 31位 8位
64.0 63.7 61.1 53.4 52.7 45.4 45.3 45.1 65.2

大阪府 兵庫県 京都府 全国平均 和歌山県 滋賀県 奈良県 福井県 前年の和歌山県

1位 6位 7位 17位 18位 21位 39位 16位
2,901 2,418 2,410 2,007 1,781 1,738 1,673 1,220 2,014

和歌山県 滋賀県 兵庫県 全国平均 大阪府 京都府 福井県 奈良県 前年の和歌山県

12位 14位 17位 23位 24位 32位 41位 11位
1,025 993 971 932 927 921 808 743 1,012

出典：H18　100の指標からみた和歌山
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■住居環境：公共下水道普及率は、全国ワースト２位。
■福祉医療：医療施設は平均以上だが、平均寿命は低い。
■教　　育：大学進学も就職（高卒者）も県外へ。
■安　　全：公害の苦情、犯罪、交通事故死傷者数は多い。
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和歌山県の地理状況

●和歌山県の８３％が山地。
●紀の川及び海岸部の平地１７％に県人口の９５％が居住。

県下人口・面積分布比
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4出典：和歌山統計年鑑、１００の指標からみた和歌山



和歌山県の観光

観光客の伸び率

0.8

0.9

1.0
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1.2

1.3

1.4

S60 H2 H7 H12 H16 H17

和歌山市
高野山
白浜
那智勝浦
和歌山県計

●和歌山県は名勝、史跡、温泉等多くの観光
資源に恵まれている。

●平成１７年の観光客総数は、約３０，４０９千
人（対前年比１．６％減）となった。
世界遺産登録で過去最高の入込み客数を記録した
平成１６年に比べ、愛知県で開催された「愛・地
球博」の影響などもあり若干の減少となった。

マリーナシティ

高 野 山

白 良 浜

那智の滝

和歌山市
年間観光客：474万人

高野山
年間観光客：123万人

白浜地区
年間観光客：306万人

5
出典：観光客動態調査

H17年2月22日
日本経済新聞

那智勝浦
年間観光客：203万人



和歌山県の農業

●和歌山県は農林水産業への就業者割合が近畿で最も高い。（１０．６％：２位の福井の２倍以上）

●和歌山県は果実における生産額が近年全国１位を争っている。
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出典：農林水産省統計データ 6

１位 青森 619 青森 783 青森 722

２位 和歌山 607 和歌山 674 和歌山 594

３位 長野 521 山梨 533 長野 524

４位 山梨 480 長野 498 山梨 514

５位 山形 475 山形 463 山形 424

出典：農林水産省　「農業産出額」

果実生産額順位表 （億円）

Ｈ１5 Ｈ１6 Ｈ１７



『紀伊山地の霊場と参詣道』世界遺産へ登録

●紀伊山地の霊場と参詣道（高野山、熊野三山、参詣道等）が世界遺産登録
●国内外から観光客が大幅に増加
●海外においても注目される観光地となっている。
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本宮町の観光客数の増加
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-
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県観光振興課調べ
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外国人観光客（宿泊）数の推移

Ｈ１５ Ｈ１６

単位：人

出典：観光客動態調査
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61,283

110,302

●関西国際空港
H17年2月13日讀賣新聞



甚大な被害が予想される『東南海・南海地震』

　東南海地震と南海地震が
  　    同時に起こった場合の被災規模
　建 物 被 害（全国被害の12％）
　　全壊　約56,500棟～約75,900棟

　人 的 被 害（全国被害の22.4％）
　　死者　約1,700人～約2,800人

　経済被害額
　　約38兆～約57兆円
　　　　　　 （中央防災会議　第14回会合資料より）

図：東南海＋南海地震による震度分布

東南海・南海地震が
今後３０年間に発生する確率は

50～60％
と極めて高い
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（２）　和歌山県の道路状況
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道路幅員（m）＝
道路面積（道路部）（m2）

道路総延長（m）

和歌山県の道路整備水準

44.8 59.4
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42.0
（全国46位）

57.6

57.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0％

奈良

兵庫

大阪

京都

滋賀

福井

和歌山

近畿

全国

道路改良率

70

80

112

172

173

333
597

0 100 200 300 400 500 600

km

奈良

和歌山

京都

福井

滋賀

大阪

兵庫

自動車専用道路延長

6.4

6.2
5.4 7.0

5.8

5.1

4.7（全国44位）

5.8

5.7
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出典：道路改良率、道路幅員については
　　　　道路統計年報２００６、自動車専用
　　　　道路延長は国土交通省調べ

●和歌山県の道路改良率は、全国ワースト２位。

※道路改良率とは・・・

　道路改良率＝改良済延長/実延長

（改良済延長）
　車道幅員が5.5m以上で、道路構造
令の規格に適合する道路の延長

（実延長）
　道路総延長から、重用延長、未供
用延長及び渡船延長を除いた延長
である。
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和歌山県の旅客流動分担率

県内の自動車の依存率は９割以上。

旅客流動分担率

75.2 24.6 0.1 0.1

64.8 34.8 0.2 0.1
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航空
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和歌山

和歌山県の１世帯
あたりの自動車保
有台数は
　１．９台
(全国平均１．７台)
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出典：和歌山県公共交通機関資料集
　　　　和歌山県統計年鑑



２．わかやまみちづくりプラン
　　　　　　　　　　H17達成度報告/H18業績計画

　　（１）　わかやま みちづくりプランについて
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わかやま　みちづくりプランについて

道路行政の効率化・透明性の向上

わかやまみちづくりプランとは・・
従来の整備量を表す計画をあらため、道路整備によってもたらされる成果を重視するという考え方に基
づき、道路整備の成果を住民が実感できるわかりやすい指標（アウトカム指標）を用いて策定した計画
（業績計画書）です。今後は、事前にアウトカム指標の数値目標を設定し、施策・事業の実施後に評価
を行い、以降の施策・事業に反映します。これにより、道路整備の目標や成果を実感できるようにし、
道路行政の効率性や透明性の向上を図ります。

H1７年度達成度報告／H1８年度業績計画は・・
　H1７年度に設定した目標の「達成度」を各指標毎に確認し、その結果を踏まえＨ１８年度の「業績
計画」をまとめたものです。

わかやまみちづくりプラン
（業績計画書）

施策・事業の実施 達成度の評価

反映

道路行政の透明性の向上 道路行政の効率性の向上

〈プラン策定の前提〉

本計画は、道路行政の効率性・透明性の向上を目指す第一歩として新たに策定したものです。現在、
県内道路網の整備の進め方等について、詳細な検討を行っているところであり、今後、その結果を踏
まえて適宜見直しを行います。
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施策テーマ アウトカム指標一覧
【指標－１】 関西国際空港から県内主要観光地（高野山、

「開かれた和歌山」 主要観光地へのアクセス時間 白浜、那智勝浦）へのアクセス時間

を実現する 【指標－２】 全道路の走行台キロに占める自動車専用道路の

道づくり 規格の高い道路利用率 走行台キロの割合

【指標－３】 府県間 府県間道路の通行所要時間

県内外の

移動時間 主要都市間 県内主要都市間の移動距離

県内の交流を 生活圏域内 中山間地域と生活圏域中心都市との移動時間

促す道づくり

【指標－４】 渋滞がない場合の所要時間と

道路渋滞による損失時間 実際の所要時間差による損失時間

【指標－５】 走行１億台キロあたりの死傷事故件数

道路交通における死傷事故率

安全・安心を 【指標－６】 地震等により国道４２号が被災した場合の

守る道づくり 津波にも安心な代替路確保率 代替路の確保率

【指標－７】 ６０分で三次医療施設に到着する人口率

三次医療施設人口カバー率

豊かな環境を 【指標－８】主要な旅客施設の周 バリアフリー化対象道路のうち、

育む道づくり 辺道路のバリアフリー化割合 バリアフリー化された道路の割合

「紀州流」の 【指標－９】地方基準による 年間の道路整備延長のうち、地方基準

道づくり 道路整備延長割合 （１．５車線）による整備の割合

政策テーマごとのアウトカム指標一覧
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（２）　Ｈ１7年度の達成度報告

　　○ 開通箇所・各指標の達成度

15



H17年度の達成度報告（開通箇所－位置図）

紀三井寺駅前線
L = 0.1km
H17.7供用

○Ｈ17年度の道路整備による主な開通箇所は、和歌山バイパスの開通をはじめ、１５箇所です。
○開通延長は、国道６．２ｋｍ、県道４．５ｋｍの合計１０．７ｋｍで、歩道設置、事故対策等の
　整備延長は４．２ｋｍにのぼります。
○交差点改良は、３箇所で行われました。

16

　県道井ノ口秋月線
L = 0.5km
H18.2供用

県道橋本五條線
L = 0.2km
H18.3供用

国道４２４号打田桃山バイパス
L = 1.3km
H17.6供用

県道かつらぎ桃山線
L = 0.3km

H17.10供用

国道４２５号王子川谷拡幅
L = 1.4km
H17.4供用

国道４８０号須谷バイパス
L = 1.0km
H17.8供用

国道３７１号温川バイパス
L = 0.6km

H18.3部分供用

県道下川上牟婁線
L = 1.0km

H17.12供用

国道１６８号熊野川本宮道路
L = 2.6km
H18.3供用

県道高田相賀線
L = 1.1km

H17.12供用

県道那智勝浦本宮線
L = 0.5km

H17.12供用

国道４２号
地震・津波対策

（避難誘導施設整備）
8.0km 串本町内

H18.3完成
国道４２号

港橋側道橋 L=0.1km
H17.12供用

国道４２号
国道３１１号入り口交差点改良

L =17.8供用

国道４２号
みなべ町越波対策

L = 0.8㎞
H18.3供用

国道２６号事故危険箇所対策
和歌山市中地区視距改良

L = 2.2km
H17.12供用

国道２６号事故危険箇所対策
狐島交差点改良

H18.3供用

国道４２号事故危険箇所対策
有田市宮崎地区

L = 0.2km
H18.3供用

国道４２号事故危険箇所対策
保田橋南詰交差点改良

H18.3供用

国道２４号王子橋側道橋
L = 0.05km
H18.2供用

国道２４号事故危険箇所対策
紀の川市深田～嶋地区

L = 0.4km
H18.3供用

県道紀伊停車場田井ノ瀬線
L = 0.8km
H17.4供用

国道２４号和歌山パイパス
L = 0.5km
H17.4供用



Ｈ１７年度のベスト・プラクティス

　ベスト・プラクティスとは…

　　　優れた工夫、より良い整備により、従来以上の成果が現れた事例
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【近畿地方整備局】

国道２６号において梅原交差点を先
頭とする夕方南行き車線で慢性的
な渋滞が発生しており、公安や地元
からの要望、苦情等も多かった。

計画

改良前

改良後１対策

渋滞緩和のため、和歌山大学
入口交差点～梅原交差点間に
おいて車線数を南行き１車線か
ら２車線に、北行き２車線を１車
線に変更する対策を行った。

事後、課題抽出

データ分析・原因の究明

北行き（大阪向き）

0

200

400

600

800

1000

1200

7
:0
0

7
:1
0

7
:2
0

7
:3
0

7
:4
0

7
:5
0

8
:0
0

8
:1
0

8
:2
0

8
:3
0

8
:4
0

8
:5
0

9
:0
0

1
6
:3
0

1
6
:4
0

1
6
:5
0

1
7
:0
0

1
7
:1
0

1
7
:2
0

1
7
:3
0

1
7
:4
0

1
7
:5
0

1
8
:0
0

1
8
:1
0

1
8
:2
0

1
8
:3
0

1
8
:4
0

1
8
:5
0

1
9
:0
0

1
9
:1
0

1
9
:2
0

1
9
:3
0

渋滞長(m)

事前(H17.05.17)

事後(H17.10.27)

南行き（市内向き）
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渋滞長(m)

事前(H17.05.17)

事後(H17.10.27)

改良前：約
1,050m

改良後：約200m

南行き朝夕の

渋滞が緩和

改良前：約200m

改良後：約500m

北行き朝の

渋滞が増加

交差点の信号現示による交通流動阻害など

交通量調査 旅行速度調査

渋滞長調査 信号現示調査

↓

（平成17年10月21日車線切替）

和歌山大学
入口交差点

梅原交差点

至　大阪

車線変更区間

至　和歌山

26

北行き朝の混雑を
改良前（約200m以下）に

国道２６号和歌山大学入口交差点～梅原交差点間渋滞国道２６号和歌山大学入口交差点～梅原交差点間渋滞対策対策 －－上下線の車線変更上下線の車線変更－－
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・ 車線変更により増加した北行き朝の渋滞（500m）を改良前の２００ｍ以下に抑える。
・ 北行き車線が梅原交差点で２車線から１車線に減少

次年度（次年度（H18H18年度）に事後調査、データ分析を行う。年度）に事後調査、データ分析を行う。

計画

対策の実施

事後調査

合流区間の設置 約300m

梅原交差点
至
和
歌
山

至
大
阪

N

信号現示の変更

・ 梅原交差点と１つ北の交差点
（仮称：中交差点）を調整

・ 中交差点の歩行者横断時間を短縮

中交差点

合流区間の延長

・ 梅原交差点から北行きに中交差点
を含む区間まで合流区間を設置。

国道２６号和歌山大学入口交差点～梅原交差点間渋滞国道２６号和歌山大学入口交差点～梅原交差点間渋滞対策対策 －－上下線の車線変更上下線の車線変更－－

改良後２
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平成１７年度ベスト・プラクティス ～シーニックバイウェイの取り組み～

～国土交通省 紀南河川国道事務所～
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・2004年7月の『紀伊山地の霊場と参詣道』の世界遺産登録を
機に紀伊半島への関心が高まっている。そこで、地域の魅力を
道でつなぎながら魅力ある景観づくり，地域づくりを目指す
『シーニックバイウェイ』制度の導入について可能性を模索する。
初めの取り組みは、シーニックバイウェイについて、地域の方々
に知って貰う事に重点を置いた。

『シーニックバイウェイ』を知って貰う
ため、第１回シンポジウムを開催。
(Ｈ17.6.18）

また未知普請ミュージカル開催に合わせ、第２回
シンポジウムを開催。(H18.2.11)

H17.9～H17.12の期間にて、

各市町村別に説明会を開催。
さらに、３出張所（田辺，串本，
新宮）が、各地域の団体との
窓口となる事で、身近な存在
となり、ニーズを的確捉え、
信頼の確保に繋がった。

Ｐｌａｎ 計画

Ｄｏ 実施

Ｃｈｅｃｋ 評価

Ａｃｔｉｏｎ 今後の取り組み

・参加団体募集＆結果 参加団体を募集した結果、
６８もの団体が参加を表明。
本格的な取り組みに向けた
土台、気運が出来た。

取り組みに賛同頂
ける団体を募集。
（H18.2.1～3.3）

シーニックバイウェイ導入にむけて、舞台づくりが出来た。

今後は、行政が横断的に連携を図り、地域と一体となった取り組み
を継続させ、「シーニックバイウェイ紀南」の理念を根付かせる。

第１回 シンポジウム(17.6.18） 第２回 シンポジウム(H18.2.11)

・一般参加者の増加（関心が高まっている。）



平成１７年度ベスト・プラクティス ～熊野川・本宮道路～

～和歌山県 県土整備部～

概要

計画内容

○路線名 一般国道１６８号 熊野川・本宮道路
○箇所名 新宮市熊野川町東敷屋～田辺市本宮町大津荷
○延長 ２，６００ｍ

○全体事業費 ８８億円
○事業期間 昭和６３年度～平成１７年度
○構造規格 第３種２級
○幅員 １０．５０ｍ（車道幅員７．００ｍ）

熊野川・本宮道路

○バイパス道路の整備により、危険箇所が解消
○緊急輸送道路としての機能が強化
○田辺方面～新宮へのアクセス時間の短縮

169

311

至 五條 至 北山

至 田辺

至 串本

新宮
熊野速玉大社

熊野本宮大社

42

168

168

至 熊野

熊野川

［整備前］ ［整備後］

：H8道路防災総点検要対策箇所

現道において落石事故が多発（５年で１０件）

整備効果（安全・安心の道づくり）

現道延長L=3.5 km
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H18年度の業績計画（開通箇所－位置図）

南港山東線（東工区）
L = 0.6㎞
H18.8供用

○Ｈ１８年度の道路整備による主な開通予定箇所は　１６　箇所です。
○開通予定延長は、国道１４．９ｋｍ、県道４．３ｋｍの合計１９．２ｋｍで、歩道設置、事故
　対策等の整備予定延長は４．３ｋｍにのぼります。
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県道三田三葛線
L = 0.5㎞

H18.11供用

県道井ノ口秋月線
L = 0.6㎞

H19.3供用予定

国道４８０号三田バイパス
L = 1.0㎞

H18.11供用

県道和歌山野上線
L = 0.5㎞

H19.3供用予定

国道３７１号下川下拡幅
L = 0.8㎞

H19.3供用予定

国道３７０号美里バイパス
L = 0.8㎞

H19.3供用予定

県道下川上牟婁線
L = 0.8㎞

H18.10供用

県道江川小松原線
L = 0.6㎞

H19.3供用予定

国道３７１号
橋本高野橋（新橋本橋）

L = 0.5㎞
H18.4供用

国道４８０号平道路
L = 3.4㎞

H18.4部分供用

国道４８０号梨子ノ木バイパス
L = 1.2㎞

H19.3供用予定

南部停車場線
駅前広場整備

H18.9供用

国道１６９号七色拡幅
L = 0.7㎞

H18.12供用
国道４２５号宮ノ瀬橋

L = 0.3㎞
H18.12供用

県道那智勝浦古座川線
L = 0.7㎞

H19.3供用予定

国道４２号
田辺警察署前交差点改良

H19.3供用予定

国道４２号
江住歩道設置　0.1km

H19.3供用予定
国道４２号

地震・津波対策
（避難誘導施設整備）

20.6km 新宮管内
H19.3完成予定

国道４２号
地震・津波対策

（避難誘導施設整備）
18.9km すさみ町内

H19.3完成予定

国道４２号
地震・津波対策

（避難誘導施設整備）
60.3km 田辺管内
H19.3完成予定

国道４２号
北塩屋歩道設置

0.1km
H18.7供用

国道２４号事故危険箇所対策
橋本市隅田町河瀬

L = 0.1㎞
H19.3供用予定

国道２４号あんしん歩行エリア
橋本市市脇・東家地区歩道整備

L = 2.1㎞
H19.3供用予定

国道２４号あんしん歩行エリア
県庁前交差点改良

L = 0.1㎞
H19.2供用予定

国道２６号
死傷事故率比２倍以上箇所対策

湊南交差点改良
H19.1供用

国道２６号
死傷事故率比２倍以上箇所対策

延時南交差点改良
H19.1供用

国道４２号事故危険箇所対策
海南市下津町小南地区視距改良

L = 0.3㎞
H19.3供用予定

国道４２号渋滞対策
冷水交差点改良
H19.3供用予定

国道２４号
道の駅「紀の川万葉の里」
防災拠点化（自家発電機）

H19.3完成予定

国道２４号橋本道路
L = 0.8㎞

H18.6部分供用

国道３７１号橋本バイパス
L = 1.3㎞

H18.4部分供用
国道２４号橋本道路

L = 5.6㎞
H18.4部分供用



（３）　Ｈ１８年度の業績計画
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海来館

国道42号 「道の駅 志原海岸」防災拠点化計画

24

道の駅　志原海岸道の駅　志原海岸

位置図

道の駅　志原海岸道の駅　志原海岸道の駅　志原海岸道の駅　志原海岸道の駅　志原海岸道の駅　志原海岸

位置図

・東南海・南海地震時の津波等被害に

より国道42号が寸断される可能性が大。

・被災予想地域内の道の駅を地震被害

時の防災拠点として整備する。

●自治体の整備メニュー
・道の駅近隣の村島地区にヘリポートと住民の１次避難所として活用できる
よう造成を計画。

・避難者、復興支援者の休憩施設として、道の駅と町営宿泊施設（リヴァー
ジュ・スパ ひきがわ）を繋ぐ連絡路を計画。

防災拠点化機能

ト イ レ
情報提供
施 設

浄
化
槽

井戸

N

CCTV カメラ

簡易トイレ

非常電話

簡易トイレ

非常電話

情報ディスプレイ

施設イメージ

「「 道の駅志原海岸」を防災拠点化道の駅志原海岸」を防災拠点化

○日置川町の自然災害履歴

・嘉永 7年12月 安政南海地震
・昭和21年12月 南海道津波地震
・昭和35年 5月 チリ地震津波
・昭和55年 9月 台風13号高潮被害
・平成 5年 8月 台風7号志原海岸高波
・平成 9年 7月 台風9号 床下浸水

以後、台風による越波が道の駅でも発生

出典：日置川町史・町防災ﾏｯﾌﾟ

産経新聞
（H18.10.12）

国

道

中学校

現役場

■津波被害状況（昭和２１年） 地元民の記憶再現

トイレ用水として井戸水を確保する。水 道 設 備

情報提供用の大型モニター２基（１基は屋内、１基は野外放送用ｽﾋﾟｰｶ-併設）

ＣＣＴＶカメラ（津波・避難者状態を事務所に配信）、非常電話（衛星電話）

情 報 提 供 施 設

RC平屋建（耐震構造：Ⅱ-Ａ-乙、耐津波構造：内閣府ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ）、屋上に昇る屋外階段を設置する。建 物

男性（大２、小５）、女性（５）、多目的（１） 下水は浄化槽(140人槽）により処理する。簡易トイレ（1基）ト イ レ 施 設

22人収容スペース（1.8m2×22＝40m2）を１階及び屋上に確保する。休 憩 / 避 難施 設

上記電気設備、照明等の電源として自家発電機を設置する。自 家 発 電 設 備

規 模必 要 施 設

トイレ用水として井戸水を確保する。水 道 設 備

情報提供用の大型モニター２基（１基は屋内、１基は野外放送用ｽﾋﾟｰｶ-併設）

ＣＣＴＶカメラ（津波・避難者状態を事務所に配信）、非常電話（衛星電話）

情 報 提 供 施 設

RC平屋建（耐震構造：Ⅱ-Ａ-乙、耐津波構造：内閣府ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ）、屋上に昇る屋外階段を設置する。建 物

男性（大２、小５）、女性（５）、多目的（１） 下水は浄化槽(140人槽）により処理する。簡易トイレ（1基）ト イ レ 施 設

22人収容スペース（1.8m2×22＝40m2）を１階及び屋上に確保する。休 憩 / 避 難施 設

上記電気設備、照明等の電源として自家発電機を設置する。自 家 発 電 設 備

規 模必 要 施 設

道の駅 道路管理者整備ﾒﾆｭｰ

海来館の機能強化（自治体）
・災害対応資材の備蓄設備
・ボランテイアセンター機能整備

津波発生

避難せよ

津波発生

避難せよ
大津波警報



高野山町石道

草堂寺

本宮大社

速玉大社

慈尊院

長井坂

雲取越滝尻王子跡

那智大社

注意：世界遺産登録市町村は、かつらぎ町、九度山町、高野町、白浜町、中辺路町、すさみ町、那智
勝浦町、日置川町、熊野川町、本宮町、新宮市の11市町。また各市町名は、H16時の市町名。

世界遺産観光のための交通手段として利用される紀伊半島の道づくりについて

和歌山県は歴史遺産が
多く、「紀伊山地の霊場
と参詣道」が平成１６年
７月に世界遺産登録され、
世界遺産登録
市町村計の観
光客数は増加
している。

１．世界遺産登録１．世界遺産登録

○世界遺産指定により地域内外から注目度が向上し、観光客が
大幅増加。特に集客は高野町、中辺路町、本宮町で増加した

→観光客の増加に伴う渋滞発生や事故の増加が懸念される観光客の増加に伴う渋滞発生や事故の増加が懸念される

２．観光客の動向２．観光客の動向

近畿：６4％（和歌山県含む）
東海： ９％、関東：１１％

満足度目的目的（上位のみ）

７６％２４％世界遺産・自然観光

８０％２６％海水浴

７３％２７％温泉

近畿以外からの観光客も多く、観光客の９０％が
車での来県。また７０％が来県経験がある。

①観光客の出発地域 （平成17年観光客動態調査報告書より）

②観光客の第一目的と満足度

３．この地域に必要なもの３．この地域に必要なもの

目的に対し７割以上が満足と回答。

割合必要なもの

２０％観光地における駐車場の拡充

２６％景観に配慮した看板の整備

３５％観光・道路情報の提供

「景観や観光に関する整備が必要」の回答が大半

→観光客に分かりやすく、満足度を観光客に分かりやすく、満足度を
維持できるような取り組みが必要。維持できるような取り組みが必要。

(千人時間/年･km)

平成16年度

渋滞損失時間

地域が主体となり行政が後押しする
シーニックバイウェイ制度確立へ

下記、２．②、３．の数値は平成17年8月に

紀南河川国道事務所が東牟婁地域を
対象に行ったアンケート調査の結果より

注意：上記グラフはH17観光客数は観光客動態
調査報告書より
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高野町

113 115

146
123

0

50

100

150

200

H14 H15 H16 H17

(万人）

約1.1倍

中辺路町

31 37

70 81

0

50

100

150

200

H14 H15 H16 H17

(万人）

約2.6倍

本宮町

59 60

115

150

0

50

100

150

200

H14 H15 H16 H17

(万人)

約2.5倍

世界遺産登録市町計

937 935
1,091 1,107

0

500

1,000

1,500

H14 H15 H16 H17

(万人)

約1.2倍



（４）　アウトカム指標一覧と概要
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アウトカム指標一覧
 

＜県政のビジョン＞ 

新生和歌山の創造 
－ 安心で活力みなぎる和歌山をめざして －

  

 

  

産業の活力創造 安心して暮らせる

  社会の創造

個性輝く人材の創造 

交流ネットワーク 
の創造

豊かな環境の創造
「開かれた和歌山」を 

実現する道づくり  
 

・ 国土軸、国際軸と直結 

・ 関西大環状と放射状の道路網 

形成による都市圏の拡大 

・ 大阪府との連携強化 

・ 半島南北の連携強化 

豊かな環境を 

育む道づくり  
 

・ 快適な沿道環境の確保 

・ 地域の個性を活かし、歴史、 

文化の創造 

・ 高度な情報サービスの提供 

・ 多自然型の道づくり 

   （間伐材の利用） 

 県内の交流を 

  促す道づくり  
 

・ 都市間、地域間の連携強化 

・ 渋滞をなくし、円滑なモビリティーの確保 

・ 観光等、産業構造の強化 

安全・安心を 

守る道づくり 
 

・ 災害により途絶しない強靱な道づくり 

・ 交通事故をなくす安全な道路の道づくり

・ 高齢者、障害者に優しい安心な道づくり

「紀州流」の道づくり 
 

・ 地域の実情にあった「ローカル・スタンダード」 

による道路整備 

・ 利用者本位の計画的・効率的な整備 

・ 農林道を含めた一体的な道路網整備 

＜道づくりの方針＞ 

道づくりの方針 アウトカム指標

道路渋滞による損失時間

県内外の移動時間 　県内の交流を

   　　促す道づくり

「紀州流」の道づくり 地方基準による道路整備延長割合

　豊かな環境を

　　　育む道づくり

規格の高い道路利用率

主要観光地へのアクセス時間
「開かれた和歌山」を

　 実現する道づくり

道路交通における死傷事故率

津波にも安心な代替路確保率
　安全・安心を

　　　守る道づくり

三次医療施設人口カバー率

整備方針

主要な旅客施設の周辺道路のバリアフリー化割合

目標値 実績値

関空～
　高野山

１時間３５分 １時間３５分 １時間３５分 １時間３５分 １時間３５分 １時間３２分 １時間３２分 １時間１５分

関空～
　白浜

２時間２５分 １時間５８分 １時間５８分 １時間５８分 １時間５８分 １時間５８分 １時間４３分 １時間４０分

関空～
　那智勝浦

３時間５５分 ３時間５２分 ３時間５２分 ３時間５０分 ３時間５０分 ３時間５０分 ３時間２９分 ２時間３０分

5.6％ 6.4％ 6.5％ 6.5％ 6.5％ 6.5％ 8.8％ 25.0％

和歌山市
　－阪南市

５８分 ５５分 ５１分 ５１分 ５１分 ５１分 ５１分 ３０分

岩出市
　－泉南市

２８分 ２８分 ２８分 ２８分 ２８分 ２８分 ２７分 ２０分

旧那賀町
　－和泉市

１時間１２分 １時間１２分 １時間１２分 １時間１０分 １時間１０分 １時間１０分 １時間１０分 ５０分

３．県内外の 橋本市
－河内長野市

５３分 ５３分 ５３分 ５２分 ５３分 ５２分 ５２分 ２５分

　　移動時間
和歌山市
　－橋本市

１時間２１分 １時間２１分 １時間２１分 １時間２１分 １時間２１分 １時間１２分 １時間１０分 ４０分

和歌山市
　－田辺市

１時間５６分 １時間３３分 １時間３３分 １時間３３分 １時間３３分 １時間３３分 １時間２０分 １時間１５分

和歌山市
　－新宮市

３時間４２分 ３時間４２分 ３時間４２分 ３時間４０分 ３時間４０分 ３時間４０分 ３時間２０分 ２時間２０分

橋本市
　－新宮市

３時間３４分 ３時間３４分 ３時間３３分 ３時間２６分 ３時間２９分 ３時間２７分 ３時間１４分 ２時間２５分

和歌山市
－旧美里町

１時間０３分 １時間０３分 １時間０３分 １時間０３分 １時間０３分 １時間０２分 １時間０２分 １時間００分

橋本市
－旧花園村

１時間１２分 １時間１２分 １時間０４分 １時間０１分 １時間０１分 １時間０１分 １時間０１分 １時間００分

橋本市
－北山村

１時間３６分 １時間３６分 １時間３６分 １時間３６分 １時間３６分 １時間３６分 １時間３３分 １時間０５分

１，３１７
万人時間／年
（直轄国道）

１，２５０
万人時間／年
（直轄国道）

１，６８７
万人時間／年
（直轄国道）

１，６８７
万人時間／年
（直轄国道）

１，６８７
万人時間／年
（直轄国道）

１，５７０
万人時間／年
（直轄国道）

１，３７９
万人時間／年
（直轄国道）

９３５
万人時間／年
（直轄国道）

１３６
件／億台キロ
（直轄国道）

１３８
件／億台キロ
（直轄国道）

１２３
件／億台キロ
（直轄国道）

１１９
件／億台キロ
（直轄国道）

１１９
件／億台キロ
（直轄国道）

１１９
件／億台キロ
（直轄国道）

１２４
件／億台キロ
（直轄国道）

１１６
件／億台キロ
（直轄国道）

２９％
６３ｋｍ

４０％
８７ｋｍ

４０％
８７ｋｍ

４０％
８７ｋｍ

４０％
８７ｋｍ

４０％
８７ｋｍ

４９％
１０５ｋｍ

概成
２１４ｋｍ

６８％ ７０％ ７０％ ７０％ ７０％
７０％

（８１％）
７１％

（８２％）
８５％

豊かな環境を
　育む道づくり

４５％ ４７％ ５１％ ５２％ ５１％ ５３％ ５６％ 概成

「紀州流」の
　　道づくり

７％ １３％ １９％ １９％ ２０％ ２１％ ２７％ －

H14
現況値

H15
実績値

H16
実績値

「開かれた
　和歌山」を
　　実現する
　　　道づくり

アウトカム指標

１．主要観光地へのアク
　　セス時間

２．規格の高い道路利用率

府県間

道づくり
の方針

主要都市間

生活圏域内

長　期
目標値

全道路の走行台キロに占める
自動車専用道路の走行台キロ
の割合

府県間道路の通
行所要時間

H18
目標値

H19
目標値

内　　　容

関西国際空港か
ら県内主要観光
地（高野山、白
浜、那智勝浦）
へのアクセス時
間

H17

渋滞がない場合の所要時間と
実際の所要時間差による損失
時間

４．道路渋滞による損失
　　時間

県内の交流を
　促す道づくり

５．道路交通における死傷
　　事故率

走行１億台キロあたりの死傷
事故件数

安全・安心を
　守る道づくり

県内主要都市間
の移動時間

中山間地域と生
活圏域中心都市
との移動時間

６．津波にも安心な代替路
　　確保率

地震等により国道４２号が被
災した場合の代替路の確保率

９．地方基準による道路
　　整備延長割合

年間の道路整備延長のうち、
地方基準（1.5車線）による
整備の割合

７．三次医療施設人口
　　カバー率

６０分で三次医療施設に到着
する人口率

８．主要な旅客施設の周辺
　　道路のバリアフリー化
　　割合

バリアフリー化対象道路のう
ち、バリアフリー化された道
路の割合
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【指標１】主要観光地へのアクセス時間

現状と課題 主な施策

アウトカム指標

和歌山県内の主要観光地への観光客数

は年々減少していたが、「紀伊山地の

霊場と参詣道」の世界遺産登録により、

今後、観光客の増加が予想される

主要観光地へのアクセス時間の短縮に

より、「紀伊山地の霊場と参詣道」等の

主要観光地へ、国内外からの観光客の増

大が期待できる

主要観光地へのアクセス時間

関西国際空港から主要観光地（高野

山、白浜、那智勝浦）へのアクセス時

間

定義

〈道路利用者満足度〉
（国土交通省道路IRサイト)

和歌山県

〈宿泊観光客数の推移〉
（和歌山県観光動態調査）

指標の現況値と数値目標

180

190

200

210

220

230

240

Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

約２６分短縮

那智勝浦

（分）

○近畿自動車道紀勢線の整備
H15.12 御坊～みなべＩＣ間供用

○アクセス道路の整備
・国道４２号（田辺バイパス）

H16.3 田鶴高架橋区間供用

・国道４２号（田辺西バイパス）
・国道４２号（那智勝浦道路）
・国道１６８号（熊野川・本宮道路）

H18.3 供用

・国道４８０号（梨子ノ木バイパス）
H19.3 供用予定

・主要県道泉佐野岩出線（府県境区間） 等

広域的な移動を支援する道路に対し

て満足度が低い

和歌山県
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関空 ～ 白浜

関空 ～ 那智勝浦

関空 ～ 高野山

２７分
短縮

３分
短縮

１５分
短縮

３分
短縮

２３分
短縮

２分
短縮

Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

60

70

80

90

100

110

120

130

140

150
約４２分短縮

約３分短縮

白浜

高野山

１４年度 １５年度 １６年度 １７年度

評点
５点満点

（全国平均）

２．３９
（２．４５）

２．６３
（２．４７）

２．５３
（２．５６）

２．３６
（２．６４）

全国順位 ３９位 １９位 ４０位 ４５位

評点
５点満点

（全国平均）

２．４０
（２．５８）

２．４１
（２．５７）

２．４０
（２．５８）

２．４４
（２．７６）

全国順位 ４４位 ４４位 ４２位 ４７位

質問事項

よく使う高
速道路や有
料道路につ
いて

よく使う国
道、県道な
どの幹線道
路について

（
観
光
客
数
：
百
万
人
）

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17

（
観
光
客
数
：
百

万
人
）

白浜

那智勝浦

高野山
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8.8

6.56.5

5.6
6.4

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

H14 H15 H16 H17 H18 H19

指標の現況値と数値目標 

現状と課題 

主な施策 

アウトカム指標 

【指標２】規格の高い道路利用率 

阪和自動車道 御坊～みなべ間（21.4 ㎞）が開通しても、未だ低い規格の高い道路の利用率。

規格の高い道路の利用率の向上により、物流

や観光などの長距離トリップを一般道より自

動車専用道路へ適正に分担させることによる

交通の円滑化、安全性、環境への負荷軽減など

の効果が期待できる 

高速自動車道の整備が低い状況では、こ

のような観光などの長距離トリップが一

般道から転換することができないため、

移動時間の長時間化を招き、地域の経済

活動を妨げる結果となっている。 

○近畿自動車道紀勢線の整備 
 ・H15.12 御坊～みなべ IC 間供用 
○京奈和自動車道の整備 
○那智勝浦道路の整備 
○第二阪和国道の整備 
 ・H15.4 和歌山北バイパス供用 
○大阪橋本道路の整備 
○五條新宮道路の整備    等 

2 
％ 
向 
上 

規格の高い道路利用率 
全道路の走行台ｷﾛに占める道路交通にお

ける自動車専用道路の走行台ｷﾛの割合 

定義 

規格の高い道路利用率 自動車専用道路延長 

１３％

(全国平均)

１

％

向

上

（％）

約３％向上 

１３％

(全国平均)

１４％

(全国平均)

１５％

（全国平均）

７６.２㎞（御坊～みなべ IC 間 21.4 ㎞） 

和歌山県下では、自動車の

依存度が高い 

70

80

112

172

173

333
597

0 100 200 300 400 500 600 700

奈良

和歌山

福井

京都

滋賀

大阪

兵庫

13%

7%

10%

10%

16%

21%

24%

25%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

全国

和歌山

福井

京都

奈良

滋賀

大阪

兵庫

１３％

(全国平均)

（国土交通省調べ） （国土交通省調べ） 

和歌山県の１世帯あたり

の自動車保有台数は 

 １．９台 

(全国平均１．７台 ) 

75.2 24.6

0.1

0.1

64.8 34.8

0.2

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ１４年度

Ｓ５５年度

自動車 旅客船鉄道 航空

91.1 8.7

0.2

0.0

78.4 20.5

1.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ１４年度

Ｓ５５年度

自動車 旅客船鉄道 航空

全国

和歌山

旅客流動分担率

（和歌山県公共交通機関資料集） 

（和歌山県統計年鑑） 

0.１  

％ 
向 
上 

１４％

(全国平均)



和歌山県北部の４都市（和歌山市・岩出市・旧那賀町・橋本市）か
ら、大阪府南部の４都市（阪南市・泉南市・和泉市・河内長野市）ま
での所要時間

主要都市（和歌山市・橋本市・田辺市・新宮市）間の移動時間

生活圏域内の山間部町村（旧美里町・旧花園村・北山村）から中心
都市（和歌山市・橋本市・新宮市）までの移動時間

府県間移動時間

主要都市間移動時間

県内主要都市間の移動に時

間がかかる

現状と課題 主な施策

アウトカム指標

【指標３】県内外の移動時間

  

田辺市

和歌山市

橋本市

新宮市

府県間近接都市間の移動に時

間がかかる

〈府県間近隣都市間の移動時間〉

（H11道路交通情勢調査）

〈主要都市間の移動時間〉
（H11道路交通情勢調査）

府県間や主要都市間・生活圏域内の移動時間の短縮により、
「開かれた和歌山」を実現するための広域交流や県内の交流を
活性化が図れる

山間部から圏域中心都市へ

の移動に時間がかかる

〈圏域中心都市への移動時間〉
（H11道路交通情勢調査）

定義

旧那賀町 橋本市

阪南市

岩出市和歌山市

泉南市 和泉市 河内長野市

大 阪 府

和 歌 山 県

生活圏域内移動時間

○府県間道路の整備

・第二阪和国道

H15.4 和歌山北バイパス（暫定供用）

・主要県道泉佐野岩出線

・国道３７１号（橋本バイパス)
H18.4部分供用

・国道４８０号（平道路）

H18.4部分供用

○高規格幹線道路の整備

・近畿自動車道紀勢線

H15.12 御坊～みなべＩＣ間供用

・京奈和自動車道

H18.4橋本IC～高野口IC供用

H18.6県境～橋本東ＩＣ供用

○県内主要幹線道路の整備

・国道１６８号

・国道４２４号 等

旧花園村
旧美里町

北山村

橋本市

新宮市

田辺市

和歌山市

旧龍神村

30

Ｈ１４
現況値

Ｈ１５
実績値

Ｈ１６
実績値

Ｈ１７
実績値

Ｈ１８
目標値

Ｈ１９
目標値

旧那賀町
－和泉市

１時間１２分 変動無し －〃－ １時間１０分 変動無し １時間１０分

橋本市－
河内長野市

５３分 変動無し －〃－ －〃－ ５２分 ５２分

和歌山市
－新宮市

３時間４２分 変動無し －〃－ ３時間４０分 変動無し ３時間２０分

橋本市
－新宮市

３時間３４分 変動無し ３時間３2分 ３時間２9分 ３時間２7分 ３時間１４分

新宮市

－北山村
１時間３６分 変動無し －〃－ －〃－ －〃－ １時間３３分

Ｈ１４
現況値

Ｈ１５
実績値

Ｈ１６
実績値

Ｈ１７
実績値

Ｈ１８
目標値

Ｈ１９
目標値

和歌山市
  －阪南市

５８分 ５５分 ５１分 変動無し －〃－ ５１分

岩出市
－泉南市

２８分 変動無し －〃－ －〃－ －〃－ ２７分

和歌山市
  －橋本市

１時間２１分 変動無し －〃－ －〃－ １時間１２分 １時間１０分

和歌山市
　－田辺市

１時間５６分 １時間３３分 変動無し －〃－ －〃－ １時間２０分

和歌山市
  －旧美里町

１時間０３分 変動無し －〃－ －〃－ １時間０２分 １時間０２分

橋本市
　－旧花園村

１時間１２分 変動無し １時間０４分 １時間０１分 変動無し １時間０１分
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和歌山市

　３７％
直轄国道

渋滞損失時間

（１，９０９万人時間／年）

その他

　６３％

約 
14 
％ 
削 
減 

約 
８ 
％ 
削 
減 

約 
０ 
％ 
削 
減 

約 
35 
％ 
増 

加 

約 
５ 
％ 
削 
減 

道路渋滞による損失時間 
基準となる旅行速度と通常時の旅行速

度の差における人数あたりの時間の損失 

直轄国道で発生している渋

滞損失時間は都市部である

和歌山市に集中している 

現状と課題 主な施策 

アウトカム指標 

【指標４】道路渋滞による損失時間 

和歌山県下における渋滞損失時

間の約４割以上が直轄国道で発

生している 

道路渋滞における損失時間は、渋滞によっ

て利用者が被っていた損失であり、削減する

効果として、交通の円滑化や交通事故の減

少・沿道環境の向上なども期待できる 

定義 

［H1７実績値］

【和歌山県渋滞損失時間 道路種別】 【和歌山県渋滞損失時間 市町村別】

［H1７実績値］
（国土交通省調べ） （国土交通省調べ） 

指標の現況値と数値目標 

○ 高規格幹線道路の整備 
・ 近畿自動車道紀勢線 

H15.12 御坊～みなべ IC 間供用 
・ 京奈和自動車道 

 
○ 那智勝浦道路の整備 
 
○ 第二阪和国道等の整備 
・ H15.4 和歌山北バイパス（暫定供用） 
・ H16.10 西脇山口線供用 

○ 県内主要幹線道路の整備 
・ 国道２４号（和歌山バイパス） 
・ 国道４２号（田辺バイパス） 
・ 国道４２号（田辺西バイパス）   等 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

H14 H15 H16 H17 H18 H19

（万人時間/年）

約２割削減 

24号
26号

42号

直轄国道

（１，９０９万人時間）

４１％
その他道路

（２，７０８万人時間）

５９％

全国道

渋滞損失時間

（４，６１７万人時間／年）
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25.8%

36.8%

60.7%

33.3%

39.9%

32.8%

35.3%

41.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

和歌山

奈良

兵庫

大阪

京都

滋賀

福井

近畿

全国

105

110

115

120
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130

135

140

H14 H15 H16 H17 H18 H19

(件/億台キロ)

約 
１ 
％ 
増 
加 

道路交通による死傷事故率 
 走行１億台ｷﾛあたりの死傷事故件数

主な施策 

アウトカム指標 

【指標５】道路交通における死傷事故率 

○ 近畿自動車道紀勢線の整備 
H15.12 御坊～みなべ IC 間供用 

 
○ 京奈和自動車道の整備 

 
○ バイパス道路の整備 

・ 第二阪和国道 
H15.4 和歌山北バイパス（暫定供用） 

    ・ H16.10 西脇山口線供用 
・ 国道４２号（田辺西バイパス） 
・ 国道４２号（那智勝浦道路）  等 

道路交通による死傷事故率を削減する

ことは地域の安全度の向上に期待できる

定義 

22.4％（全国 47 位）

歩道設置率(国道＋県道)

指標の現況値と数値目標 

（道路統計年報 2004）

（道路統計年報 2006） 

１１８  

件／億台ｷﾛ

（全国値）

１０８  

件／億台ｷﾛ

（全国値）

１２０  

件／億台ｷﾛ

（全国値）

約９％削減 

１１２  

件／億台ｷﾛ 
（全国値） 

44.8%

59.4%

73.6%

53.7%

55.4%

70.6%

56.4%

57.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

和歌山

奈良

兵庫

大阪

京都

滋賀

福井

近畿

全国

42.0％（全国 46 位） 

道路改良率 

 (%) 

和歌山県内の道路の改良率は４１．０％で全国４６位ワースト２、歩道の設置率は２１.６％で

全国最下位ワースト１と低い状況である。 

「安全な道路（死傷事故率の低い道路）」である規格の高い道路整備が遅れているため適切な交

通の転換が図れていないものの、近年は減少傾向にある。しかし、全国平均には至っていない。 

１２０  

件／億台ｷﾛ

（全国値）

約

５

％

削

減

約

３

％

削

減

（道路統計年報 2006）

和歌山県下の交通死傷者数（率）は、全国１６位と高く近年５年間(H12～H16)で３％増加してい

る。 

現状と課題 

32 

１１２  

件／億台ｷﾛ

（全国値）
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H14 H15 H16 H17 H18 H19

今後３０年間の

発生確率６０％ 

〇 近畿自動車道紀勢線の整備 

H15.12 御坊～みなべ IC 間供用 

H19 みなべIC～田辺IC(仮称)間供用予定 
 
○ 国道４２号の整備 

・ 那智勝浦道路 

現状と課題 

主な施策 

アウトカム指標 

【指標６】津波にも安心な代替路確保率 

今世紀前半、大規模地震（東南

海・南海地震等）が発生する可

能性が高い 

津波にも安心な代替路確保率 
近畿自動車道等の整備を国道４２号当該箇所

の延長及び率で表した値 

大規模地震に伴う津波により、国道４２号が各地

で寸断されることが予測されるが、近畿自動車道紀

勢線等が整備されることにより、国道４２号の代替

路、緊急輸送路としての整備効果が期待できる 

今後３０年間の

発生確率５０％ 

国道４２

那智勝浦道路・近畿自動車道紀勢線の整

備により、津波に対し脆弱な国道４２号の

代替路・緊急輸送路を確保 

〈南海道地震による津波被害写真（田辺市）〉 

「南海道地震から５０年（和歌山県）」 

〈津波シミュレーションによる最大波高〉 

M8.4 M8.1 

定義 

県内の国道４２号延長 

２１４.３ｋｍ 

９ 
％ 
向 
上 

指標の現況値と数値目標 

（km） 

（％） 

２０％向上 

11 
％ 
向 
上 



県医務課「保健統計年報」H15.10.1 現在 
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H14 H15 H16 H17 H18 H19

指標の現況値と数値目標 

紀北地域に位置する病院の病床数

のうち約６割が和歌山市に集中し

ている。 

○ 高規格幹線道路の整備 

・近畿自動車道紀勢線 

H15.12 御坊～みなべ IC 間供用 

H19 みなべ IC～田辺 IC(仮称)間供用予定 

・京奈和自動車道   等 

現状と課題 

主な施策 

アウトカム指標 

和歌山県下における病院数の８

割が紀北地域に位置し、紀南地域

は 2 割に満たない。 

県内人口の内高度医療施設から６０分

以内で到達できる範囲の人口カバー率を

拡大させることは、地域住民の救急医療に

対する不安の解消を意味します 

※和歌山県内の三次医療施設を対象 
南和歌山医療センター考慮は（ ）書き 

三次医療施設人口カバー率 

県内人口のうち三次医療施設から 
６０分圏内の人口の割合 

定義 

１ 
％ 
拡 
大 

34 

（％）

３％拡大 
H18.4 南和歌山医療センターが
三次医療施設として機能 

南和歌山医療センター 

【指標７】三次医療施設人口カバー率 

三次医療施設とは、
 

脳卒中、心筋梗塞、頭部損傷等の

重篤な患者を２４時間体制で受け

入れ、高度の医療を提供する救急救

命センター等の医療施設。 
＊県内では、 
・日赤医療センター 
・和歌山県立医科大学付属病院 
・南和歌山医療センター 

県内の三次医療施設は和歌山
市に２箇所しかなく、しかも、
規格の高い道路のネットワー
クが未整備の状態 

H18.4 南和歌山医療センターが 
三次医療施設として機能 

H18 年 4 月 

南和歌山医療センターが 

三次医療施設となった 

ため圏域が拡大 

紀南
17件
18%

その他
22件
24%

和歌山市
43件
47%

海南市
6件
6%

岩出町
5件
5%

紀南地域
18％

紀北地域
82％

〔和歌山県内の病院数〕 

その他
2,573床
22%

橋本市
546床
5% 岩出町

604床
5%

和歌山市
6,716床
58%御坊市

690床
6%

海南市
484床
4%

和歌山市域
58％

〔紀北地域における病床数〕 

近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線 

和歌山 IC

御坊 IC

みなべ IC 
田辺 IC(仮称)

すさみ IC(仮称) 

近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線 

橋本 IC 

阪和自動車道
京奈和自動車道 

阪和自動車道

和歌山 IC

御坊 IC

みなべ IC

田辺 IC(仮称)

すさみ IC(仮称)
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■日赤医療センター、 
和歌山県立医科大学 
付属病院の 60 分圏域 

■日赤医療センター、 
和歌山県立医科大学 
付属病院の 60 分圏域 

■南和歌山医療センターの
60 分圏域 

■H19 年に拡大する 60 分圏域 



１日あたりの平均利用者数が5,000人以上の旅客

施設の周辺などバリアフリー対象地区内の主な道

路のうち、バリアフリー化された道路の割合

現状と課題

主な施策

アウトカム指標

【指標８】主要な旅客施設の周辺道路のバリアフリー化割合

高齢人口割合が全国より７～

８年進んでいる

〈老年人口割合の推移〉
（H12パーソントリップ調査）

歩道のバリアフリー化

歩行空間のバリアフリー化により、高齢者・障害者な

ど誰もが安心して通行できる道路環境が創出される

バリアフリー化対象地区内の歩道のバリアフリー

化を推進する

バリアフリー化対象地区とは…
「高齢者、身体障害者等の

公共交通機関を利用した移動

の円滑化の促進に関する法

律」（通称「交通バリアフ

リー法」）に基づく重点整備

地区

バリアフリー地区の歩きや

すさについて、約７割の人

が不満を感じている

〈バリアフリー地区における
歩きやすさに対する評価〉
（近畿地方整備局平成１４年度アンケート）

バリアフリー化された道路とは…
車いすがすれ違うことが

できる幅員を有している、

段差が解消されている、視

覚障害者誘導用ブロックが

設置されているなど、「重

点整備地区における移動円

滑化のために必要な道路の

構造に関する基準」に定め

られた構造基準を満たす道

路

主要な旅客施設の周辺道路のバリヤフリー化割合

定義

※和歌山県内では、主要な旅客施設はJR和歌山駅、南海和歌山市駅ほか８駅である
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利用台数の少ない道路

が多い

現状と課題

アウトカム指標

【指標９】地方基準による道路整備延長割合

大型車どうしすれ違いができ

ない道路が多い

〈和歌山県の交通量別割合〉
（H11道路交通情勢調査）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

国道＋県道
（県管理） 1500台以下

1500台
 ～4000台

4000台以上

地域の地形や利用実態に合った地方基

準による道路整備により、コスト縮減

と整備効果の早期発現、環境への負荷

の軽減が図れる

一定の基準により１.５車線的道路整備対象区間を峻別し、整備を

促進する

年間の道路整備延長のうち、地方基準

(1.5車線)による整備の割合 (県管理分のみ)

地方基準による道路整備延長割合

定義

主な施策

１.５車線的道路整備とは…
大型車と普通車が無理なく対向できる幅５ｍを基本とし、適所に大型車ど

うしが対向できる幅６ｍの待避所などを設置することで、２車線整備と変

わらないサービスレベルを確保した道路整備です。

44.8

58.8

76.0

54.1

55.4

70.6

42.0
（全国46位）

58.3

57.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

％

奈良

兵庫

大阪

京都

滋賀

福井

和歌山

近畿

全国

〈道路の改良率〉
（道路統計年報２００６）

和歌山県内の道路の改良率
は全国４６位である
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